
鈴木商店調査書「大正生命保険株式会社」（原書 P90〜96） 
 
東京市麹町区有楽町一ノ三 
設立  大正二年四月 
資本金 五拾萬円也（内拾弐萬五千円也払込） 

 
重役氏名 
取締役社⻑ 伯爵 柳原義光     専務取締役 岡 烈 
取締役 植村俊平            取締役     荒井泰治 
取締役 下坂藤太郎          同兼支配人 金光庸夫 
取締役 藤田助七            監査役     鈴木岩治郎 
監査役 柳田富士松           同      金子直吉 

  
右重役の外

ほか
主なる株主は、鈴木よね、桂二郎、小松楠彌、⻄川⽂蔵、林謙吉郎、藤崎三郎助の 

諸氏なり。 
 
既往及現状 
当社は生命保険を営む目的を以て明治四十四年頃岡重役が起業目論見を為し、後

のち
鈴木一家の 

藤田助七、金子直吉、小松楠彌、⻄川⽂蔵、柳田富士松の諸氏を発起人たらしめ、創立事務所
を岡氏方に置き株式の募集に着手せしも、中途にて行悩

ゆきなや
みの傾向となり、前記鈴木一家の投資

を得て大正二年二月中登記認可を得、専ら縁故募集にて満額に達し同年三月十八日、四分の一
払込を完了し、四月一日現所に移り、五月五日其筋

そのすじ
の認可を得て会社の成立を告げたり。 

 
元来、同社は株式組織と相互組織との⻑所を採⽤し、殊に相互会社に在りては基金の利子を配
当し、尚剰余金ある時は之を契約者に配当するも、同社は之に反して株主配当を為し、其

その
他

た
は

全部公債を買入れ日本銀行に保管を託すと云ふにありて、此
これ

等
ら

の利益金の大部分は保険契約者
の為めに五ヶ年毎に現金を配当し、毎期加入当時より配当々時迄払たる保険料の割合に応じて
支配を為すの規定あり。 

 
兎

と
に角

かく
、同社は鈴木一派を以て組織し、岡氏以下重役も亦

また
比較的真面目

ま じ め
の人物なるを以て会社

も相当の信⽤を有し、現在大阪、京都、広島、名古屋、福岡、福島等に支社を有し、其
その

他
た

北陸
支部（富山）、北海道支部（札幌）、朝鮮支部（京城）、台湾支部（台北）を設け、各地に代理店
を千五百八十七ヶ所に設置せるが、北海道の成績最も良好にして東京府之に続くも、新規加入
の成績は寧

むし
ろ地方に於て好況を示し居れり。 

 
翻

ひるがえっ
て、会社創立以来の業績は大正二年五月、即ち設立より同年十二月末日に至る満八ヶ月間

に於ける第一回年度末現在、保険契約高五百四拾七萬七千円内外に達し、百拾四円余の純益を
挙げたり。 



越へて大正三年度は年末現在高千七百万円に達し、利益金六千七百貮拾余円を計上して次年度
に繰越し、大正四年度にありては年末現在保険契約高二千 廿

にじゅう
四万百円に達し、利益金壱萬三

百九拾余円を得、之を次年度に繰越せり。 
 

大正五年度に入りては、一月以来十二月末日に至るまで七百拾参万余円の新契約を結び、復活
拾壱萬円、之に対しては解約消滅一千萬余円、其

その
他

た
減退の事故等に依

よ
り差引三百拾六萬余円の

純減額を計上し、且
かつ

十、十一、十二月に於て懸賞付を以て勧誘員を督励し、大大的勧誘に焦 慮
しょうりょ

せるが、十、十一の両月に亘りカード整理の結果（其筋
そのすじ

の検査に依
よ

る結果なりとも云ふ）約三
百萬円内外の解約を出し、著しく契約の退減を現

あら
はしたるが、従来同社の契約高が著しき成績

を示せるると拘はらず、解約の僅 少
きんしょう

なりしは同業者間に疑問とせられたるものにして前記カー
ド整理は当然たるものなりと謂

い
ふべく、之が為め十二月末現在の契約高は千七百萬円余に減退

したり。 
 

然
しか

れど、利益にありては 却
かえっ

て良好の方にして、二萬九千余円の純益を挙げ、株主に対しては 
七千五百円の利益配当を為し、其

その
財政内容は比較的堅実なる方にして、責任準備金五十九萬円、

前年度繰越金壱萬余円を有せり。 
 

而
しこう

して、大正六年上半期の業況は比較的順調にして、前年末に対し人員に於て貮千四百九拾四
人、契約金額二百三十二萬千貮百八拾貮円の増加を示し、常態を維持しつつあり。 

 
因みに、本会社は設立後日尚浅きも、斯業

しぎょう
会社中其

その
成績比較的良好の方なるが、遣

や
り口余りに

派手に失し、募集上稍
やや

堅実を欠くの傾きあり。 
 

従て、大正五年度の如き意外の解約高を計上するに至りしは外観の割合に内容充実せりとは称
し難く、今後相当の努力を為さざれば、決して前途の楽観を許さざるものと観察せらる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



自大正五年一月 至同年十二月決算表 
（単位：円） 

 
 

 
利益金配当 
金 貮萬九千百五拾貮円九拾銭也 当期利益金 

 
内訳 
金 壱千五百円也       法定準備金 
〃 壱萬壱千円也       保険契約利益配当金 
〃 貮千九百円也       役員賞与金 
〃 七千五百円也       株主配当金 
〃 六千貮百五拾弐円九拾銭也 後期繰越金 
 

資 産 之 部       負 債 之 部 
未払込株金 375,000.00 株金 500,000.00 
現金 45.22 責任準備金 1,004,363.40 
振替貯金 50.45 仕払準備金 11,702.46 
銀行預金 340,723.26 代理店借 7,872.59 
貸付金 3,542.96 仮受金 273.80 
有価証券 642,891.80 現金 9,186.51 
不動産 24,282.99 利益金 29,152.90 
什器 11,977.63   
未収入利息 1,819.07   
未収保険料 49,365.86   
支社支部勘定 36,841.15   
代理店貸 59,681.02   
仮払金 14,110.70   
家屋敷金 1,398.21   
貯蔵品 821.34   
合計金 1,562,551.67 合計金 1,562,551.67 


